






JUNIOR YOUTH

浦和レッドダイヤモンズユース・ジュニアユース公式リポート　リトルダイヤモンズ 第39号　2008年12月25日

発行　浦和レッドダイヤモンズ　〒336-8505 さいたま市緑区中野田500 TEL048－812－1001 編集協力／清風庵　　写真／清尾　淳・加藤澄人

◆関東リーグは、公式戦でもあり翌年のシード権もかかっている大事な大会

ですが、リーグ戦ということで、勝つことを目指しながらもメンバーを替え

るなどいろいろなことができ、また関東のJの下部組織とできるということ

でも有意義な大会です。4月から始まって10月に終わるという、長く続く

大会で、選手たちの技術や体力だけでなく、サッカー以外のことも含めた教

育の場にもなっています。最終的に5位で、翌年の出場権を確保できたのは

重要なことだと思います。

一方、クラブユース選手権や高円宮杯の関東予選はトーナメント戦ですか

ら、何としても勝たなければなりません。そういう大会の中で、指導者がプ

レッシャーをかけるよりも、選手たち自身に前年の成績より上に行きたいと

か、全国大会に出たいとかいう気持ちが強いですから、緊張感を持ってやっ

ていたと思います。その結果、クラブユースでは勝ち抜くことができました

が、高円宮杯では関東予選で敗れてしまいました。

今季の3年生は春の県の新人戦でベスト4で負けたりしていたので、関東

や全国でどれだけできるか、という気持ちもあったのですが、夏のクラブユ

ース選手権で全国3位になったというのは、成長した証明だと思います。先

制されてもあきらめずに、追いついて逆転するという試合が多かったですが、

関東リーグの中で成長してきたことが生かされた部分もあったと思います。

ジュニアユースでは、毎日の練習を見て選手を試合に起用していますが、

メンバーから外れた選手が次の試合に向けて練習でアピールする、というこ

とができていますので、たとえばクラブユース選手権でJヴィレッジに行っ

たメンバーは誰が出てもチーム力が落ちることはなかったと思います。みん

なが競争し合いながら、雰囲気も良く戦えたと思います。

3年生の中で9人が来季ユースに上がりますが、これから伸びると思われ

るメンバーも含め、プロを目指して良い競争ができると思います。また1年

生や2年生でAチームに出た選手は良い経験になったはずですが、これを来

季に生かしてほしいと思います。

トップチームでジュニアユース出身の堤が先発したり、ユースから来季4

人昇格するというのは、いつも隣で練習しているジュニアユースの選手にと

っても励みになります。将来は常に何人かの出身選手がトップチームで出て

いるようになってほしいですし、さらに日本代表でも活躍すること。これが

下部組織の目標ですから、それを目指してこれからも頑張ります。

――名取 篤競争し合いながらも雰囲気良く戦えた
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関東予選で姿消す
★11月9日（日）行われた、第20回全日本ユース

（U－15）選手権関東予選1回戦で、レッズジュニ

アユースは前橋FCに敗れ、全国大会出場はならなか

った。

埼玉スタジアム第4グラウンドで行われた前橋FC

戦、先制されたレッズジュニアユースはFKから小出

啓太のゴールで同点に追いつくがロスタイムにまたも

勝ち越された。後半半ばにオウンゴールで3点目を失

ったが、攻撃の枚数を増やして反撃し、矢島慎也のゴ

ールで1点差に。さらに攻勢を続けたがシュートがバ

ーに当たったり、チャンスにシュートを外し

たりとゴールを割れず、そのまま敗れた。
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◆今季は、高円宮杯で優勝したということ。そして選手が来季4人トップに昇

格することができたということが、成功した点だと思います。今回昇格しない

選手たちも、サッカーはまだまだ続いていきますし、とりあえず18歳までと

いう区切りでは、答えが出たわけですが、プロになるという気持ちがあるなら

今後も目標を持ち続けて欲しいと思います。

高円宮杯優勝については、まず選手たちの資質も含めてサッカーに取り組ん

できた姿勢の表れだと思います。また今年だけの成果ではなくて、ジュニアユ

ース時代からのもの、あるいは小学生時代の指導者や親の努力も大きいと思い

ます。それとクラブの対応もそれを目標に据えたものだったと思います。

一方、大会で優勝を目指していく中で、クラブユース選手権のように予選リ

ーグで敗退したり、Jユースカップのように1回戦で姿を消したり、というこ

とがありました。難しいのはチームを作っていく中で、今季は能力が高い選手

が多くいたので、他の選手に出場機会を与えてもなかなかその差が埋まらなか

ったということです。

レッズのサッカーはジュニアユース時代から、培ってきたものがありますか

ら、それを無駄にすることなく、さらに僕自身の考えをプラスしてやってきま

した。僕自身が選手でやっていたときに、レッズのファン、サポーターが何を

試合に求めていたかな、というのを思い出してみると、それは攻撃にしても守

備にしても、積極的にボールを取りに行っているときでした。それを去年から

選手たちに伝えています。また多くの人がユースの試合も見に来てくれますが、

その人たちはチームに大変力を与えてくれるのだから、選手も何かを返さない

といけないんじゃないか、ということをかなり言っています。そういうものを

高円宮杯の決勝で見てもらえたとすれば良かったと思います。

今季、柏と三菱養和に勝てなかったというのは、相手が強かったということ

だと思います。ただ強い相手に対して、そこに勝つために何かを変えるという

より、自分たちらしさをより出すことで勝つことを目指しました。試合の中で

起こったことに対して選手自身が考えて対応していくというのを大事にして、

選手たちがベンチを見て指示を待つようなことは避けたいと思っていました。

システムがどうこうとか、他の選手がどうだとかいうことに逃げる選手であっ

ては欲しくないです。もちろん結果については指導者が責任を持ちますが、選

手たちには結果を恐れずにトライしていって欲しいです。

それを浦和の人たち

は求めていると思います。

――堀 孝史レッズのファンが求めるサッカーを

～レッズユース・堀 孝史監督／レッズジュニアユース・名取 篤監督

今季のユース、ジュニアユースをふり返って

▲鈴木悠太（11.9／前橋FC戦） ▲島貫央里（11.9／前橋FC戦）

▲矢島慎也（11.9／前橋FC戦）

▲小出啓太（11.9／前橋FC戦）
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